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論 文 の 要 旨 
 
題目 Analyzing Inter-firm Relationships: An Empirical Study on Japanese Keiretsu  
   Networks 
（企業間関係分析：日本の系列ネットワークに関する実証研究） 




































































 第 4 章では、複雑系理論の極限周期軌道理論をベースに、経営戦略における重要な概念






プレイスメーヤー（Priesmeyer H. R.）らの極限周期軌道理論を用いて計算する。 









 第 5 章では、本論文の要約と今後の研究課題について述べる。 
 脆弱性については、従来の連結度ではできない、洋光会と協豊会の振る舞いに違いを解明
した。また、DEA については、従来の DEA のネットワークへの適応の問題点を指摘し、
その解決方法と取引優先度を決定する方法を提案し、企業間取引関係と経営成果との関係
を明らかにした。さらに、勢いについては、勢いの計算モデルを提案し、自動車産業の企業
データを用いて、勢いを計算した。勢いと企業の規模、勢いと経営成果の相関を明らかにし、
企業規模と勢いの関連をベースとするマトリックスモデルを用いて、企業の発展方向を示
すことができた。 
 従って、本研究はバブル経済崩壊の系列組織の実態を解明し、系列企業の発展方向及び合
理的な企業間関係を明確に示したものである。（3,316 字） 
